
８
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
、
登
別
温
泉
街
で
『
第
53
回
登
別
地
獄
ま
つ
り
』
（
市
・

登
別
観
光
協
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
た
会
場
に
は
、
約
６
万

３
千
人
の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
、
来
場
者
は
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま

し
た
。

今
年
は
、
１
日
目
の
12
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
、
オ
ニ
ッ

コ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
で
幕
開
け
。
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
が
暮
れ
る
と
会
場
の
熱
気
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
形
相
を
変
え
な
が
ら
閻え

ん

魔ま

大
王

が
地
獄
の
審
判
を
下
し
に
や
っ
て
く
る
『
エ
ン
マ
大
王
か
ら
く
り
山
車
』
や
重
さ
約

１
㌧
の
赤
鬼
み
こ
し
が
練
り
歩
く
『
鬼
み
こ
し
暴
れ
練
り
こ
み
』
、
地
獄
ば
や
し
に

合
わ
せ
て
一
緒
に
楽
し
く
踊
り
の
輪
を
作
る
『
鬼
踊
り
大
群
舞
』
な
ど
が
行
わ
れ
、

祭
り
の
興
奮
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
鬼
花
火
の
演
出
も
加
わ
っ
た
『
地
獄
谷
花
火
大
会
～
爆
裂
花
火
～
』

で
２
日
間
の
祭
り
を
締
め
く
く
り
、
登
別
温
泉
街
の
熱
い
熱
気
が
残
る
中
、
祭
り
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

第
53
回
登
別
地
獄
ま
つ
り

鬼
た
ち
が
に
ぎ
や
か
に

踊
り
歩
く

▲�高さ約６㍍にもなる『エンマ大王からくり
山車』

▲�鬼の面を着けて『鬼踊り大群舞』に参加す
る市民や観光客

８
月
25
日
㈭
、
市
役
所
で
、
『
平
成
28
年
度
登
別
市

デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
』
の
帰
国

あ
い
さ
つ
（
市
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

同
交
流
団
は
、
『
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
フ
ァ
ボ
ー
・

ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
』
で
５
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
過
ご
し
た
日
々

の
思
い
出
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
食
べ
た
食
事
の
感
想
な
ど

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
生
徒
の
棟む

ね

方か
た

智と
も

華か

さ
ん
は
、
「
英
語
に
身
振
り

手
振
り
を
合
わ
せ
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
料
理
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」

と
、
派
遣
交
流
団
で
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市

中
学
生
派
遣
交
流
団
帰
国
あ
い
さ
つ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
大
切
な
思
い
出

▲�無事帰国して一回り成長した姿を見せた生徒たち

８月24日㈬、市役所で、登別市史編さん委員会委員
10人への委嘱状の交付と『第１回登別市史編さん委員
会』（市主催）を行いました。
市史の編さんは、昭和60年刊行の『市史ふるさと登

別』以来。その間、街並みや地域の暮らしぶりなどが
大きく変化していることや貴重な資料を保存し、市民
の財産として後世に伝える必要性を受け、着手しまし
た。
第１回登別市史編さん委員会では、委員長の選任や

編さん方針案の説明などを行いました。
今後、同委員会は、市制施行50周年を迎える平成32

年度の刊行に向け、取り組みを進めます。

第１回登別市史編さん委員会

8
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8
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8
�27・28

市の歴史を後世に引き継ぐ

▲�豊富な経験や知識をもつ登別
市史編さん委員会委員の皆さ
ん

▼�市からの諮問書を受
け取る同委員会の街

かい

道
どう

重
しげ

昭
あき

委員長
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